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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 18,868 △0.2 517 △29.3 438 △37.9 192 △63.0

22年3月期第2四半期 18,910 △0.5 732 15.5 706 6.0 520 38.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 8.93 ―

22年3月期第2四半期 24.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 38,916 27,288 70.1 1,264.68
22年3月期 38,818 27,383 70.5 1,271.54

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  27,274百万円 22年3月期  27,376百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00

23年3月期 ― 7.50

23年3月期 
（予想）

― 7.50 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 3.1 1,560 △5.1 1,300 △24.3 680 △30.4 31.53

yonexロゴ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前
提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
 業績予想等の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、［添付資料］３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性
的情報」（3）連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  23,405,200株 22年3月期  23,405,200株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,838,847株 22年3月期  1,875,027株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  21,543,308株 22年3月期2Q  21,497,973株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、世界金融危機発生以来の景気後退から、各国で講じられた財

政・金融政策に加え、中国等新興国の成長に牽引され、緩やかな回復を続けております。欧米諸国における住宅販

売の低迷、高い失業率、慎重な消費態度等により先行きの不透明感が払拭されるまでに至っておらず、消費の本格

的な回復には今暫くの期間を要する状況にあります。 

スポーツ用品業界では、サッカー・ワールドカップを始め、各種目においても伝統的な大会が相次ぎ開催されス

ポーツ熱の盛り上がりはありましたが、不透明な経済環境による消費意欲の低迷や需給バランスの乖離による廉価

販売等から、用品販売は停滞した状況が続いております。 

また、スポーツ施設の利用者数は増加傾向にあるものの、消費単価は下げ止まった状況が続いており、厳しい経

営環境にあります。 

このような経営環境の中、当社グループは先進技術による高機能製商品の開発、斬新なデザインによる新製品の

投入により需要を喚起するとともに、国内外のトップ選手の当社製商品の使用による活躍に連動した広告宣伝活動

や試打会等直接ユーザーに向けた販売促進活動を展開し、ヨネックスブランドの浸透と売上の増大を図ってまいり

ました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は188億68百万円（前年同期比0.2％減）に留まり、主

に販売増大を期して投入した広告宣伝費の増大を吸収できず、営業利益は５億17百万円（前年同期比29.3％減）、

当第２四半期連結累計期間を通じて円高がさらに進んだ事による為替差損の増大等により、経常利益は４億38百万

円（前年同期比37.9％減）、四半期純利益は、訴訟費用の計上、税金費用負担の増加により１億92百万円（前年同

期比63.0％減）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①［スポーツ用品事業］ 

イ．［日本］ 

日本経済は、輸出や生産が回復に転じ、内需も景気刺激対策の効果から耐久消費財を中心に持ち直してきま

したが、失業率の高止まりや名目賃金の下落により、購買意欲は依然として低いままで自律的な回復力は弱い

状況です。 

バドミントンを事業収益の柱に据え、世界各地の主要大会の協賛、きめ細かい選手の支援、商品ラインアッ

プの充実により指名買いの増大を図りました。新製品は好評を博し、選手層、愛好者層からのご指名も堅調で

したが、初中級層の買い控えが影響し、売上は伸び悩みました。 

テニスについては、競技自体の人気低迷と過剰供給による廉価販売の影響でラケットの売上が低調であった

ため、シューズが健闘したものの、売上は前年同四半期連結累計期間に比べ減少いたしました。 

ゴルフでは、契約プロの活躍と高い話題性を背景に、ゴルフ用品全般の売上増大に努めました。従来の高価

格帯製品に加え、中価格帯の新製品や新仕様製品を追加展開しラインアップの充実も図りましたが、クラブの

売上は伸び悩み、シューズ、ウェアで挽回はしたものの、前年同四半期累計期間の売上を下回りました。 

その他の商品群では、ウォーキングシューズが安定した売上を維持し、全体の業績を下支えしております。

販売費では、主に販売増を期して投入いたしました広告宣伝費の増加が当四半期累計期間の経費負担を高め

ました。 

この結果、売上高は167億93百万円、営業利益は４億30百万円となりました。 

ロ．［北米］ 

北米市場は、景気回復策により消費は回復基調にありますが、住宅販売は低迷し、失業率も高水準にあるた

め、本格的な回復には至っておりません。テニス、ゴルフの売上は、円高と市場価格の低下により苦戦してお

りますが、バドミントンの売上は競技人口の増加に伴い、アメリカ、カナダとも売上が増大しております。 

この結果、売上高は５億27百万円、営業利益は15百万円となりました。 

ハ．［ヨーロッパ］ 

ヨーロッパ市場は、高成長を続ける新興国との経済的結び付きが弱いこともあり、景気回復が遅れておりま

す。ゴルフの販売は、新製品の発売と顧客注文への個別対応により英国を中心に健闘しておりますが、テニ

ス、バドミントンの売上は一部の高付加価値製品を除き低迷しております。円高が進行する中、他メーカーの

値下げ販売等による市場価格の低下に苦慮しております。 

この結果、売上高は８億18百万円、営業損失は24百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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ニ．［アジア］ 

アジア市場は、新興国を中心に消費回復が進んでおり、台湾における売上高はバドミントンを中心に増大し

ております。一方、台湾で製造する普及品バドミントンラケットは、値下げ販売が市場の主流となり、価格競

争が激化しております。このため、ヨーロッパ、中国、東南アジア等の主要販売国向けの出荷で苦戦し、受注

数量が減少いたしましたが、新デザインの追加、特別開発製品の投入等の対策を講じております。なお、中国

のゴルフ市場の将来性を見込み、７月に新たなゴルフ販売会社を設立し年度末に向けての稼働を目指しており

ます。 

この結果、売上高は４億２百万円、営業利益は45百万円となりました。 

これらの結果、各地域セグメントを合計したスポーツ用品事業の売上高は185億41百万円、営業利益は４億

67百万円となりました。 

②［スポーツ施設事業］ 

スポーツ施設事業の中核を成すヨネックスカントリークラブでは、例年８月に開催していた「ヨネックスレデ

ィスゴルフトーナメント」を、シーズンイン直後の５月開催といたしました。トーナメント開催後も良好なコー

スコンディションを維持することにより話題性を高め、入場者数の増加を図りました。しかしながら、消費単価

は依然として低迷しており、予断を許さない状況にあります。 

この結果、スポーツ施設事業の売上高は３億26百万円、営業利益は40百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、389億16百万円となり、前連結会計年度末に比べて97百万

円の増加となりました。その主な要因は、現金及び預金の増加によるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の負債につきましては、116億27百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億91

百万円の増加となりました。その主な要因は、支払手形の増加と未払法人税等の減少によるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産につきましては、272億88百万円となり、前連結会計年度末に比べて94百

万円の減少となりました。その主な要因は、為替変動に伴う為替換算調整勘定の減少によるものであります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ３億67百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末は81億58百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、得られた資金は11億82百万円（前年同期比35.5％減）となりました。これは主に、仕入債務

の増加と税金費用の支払によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は５億77百万円（前年同期比202.6％増）となりました。これは主に、有形固定

資産と無形固定資産の取得による支出によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は１億67百万円（前年同期比20.3％増）となりました。これは主に、配当金の

支払によるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高の微減に加え、販売費及び一般管理費の増大や円高による為替差損

の増大等により各利益項目で減少となりました。 

今後も当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状況が継続するものと予想されますので、第２四半期までの実

績と今後の業績の動向等を踏まえ、業績予想を修正しております。 

詳細につきましては、平成22年11月４日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

② 企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。 

（表示方法の変更） 

四半期連結損益計算書 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,309,818 7,941,903

受取手形及び売掛金 8,619,231 8,878,236

商品及び製品 2,752,358 2,554,903

仕掛品 763,947 760,206

原材料及び貯蔵品 531,159 759,602

繰延税金資産 347,187 416,683

その他 1,523,179 1,509,297

貸倒引当金 △47,394 △49,457

流動資産合計 22,799,487 22,771,376

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,972,850 3,076,407

土地 7,482,219 7,509,212

その他（純額） 1,754,957 1,728,837

有形固定資産合計 12,210,028 12,314,457

無形固定資産 473,588 244,704

投資その他の資産   

投資有価証券 86,381 99,423

長期預金 2,200,000 2,200,000

繰延税金資産 920,169 955,525

その他 390,602 428,620

貸倒引当金 △164,249 △195,530

投資その他の資産合計 3,432,904 3,488,038

固定資産合計 16,116,521 16,047,200

資産合計 38,916,008 38,818,576
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,838,232 3,873,454

未払金 743,877 777,389

1年内返済予定の長期借入金 45,400 45,400

未払法人税等 87,930 608,067

未払消費税等 65,073 74,775

賞与引当金 563,569 553,252

役員賞与引当金 9,000 18,000

設備関係支払手形 110,419 156,717

その他 418,089 429,129

流動負債合計 6,881,591 6,536,186

固定負債   

長期借入金 68,100 90,800

退職給付引当金 1,949,526 2,048,050

役員退職慰労引当金 421,885 410,057

長期預り保証金 2,285,153 2,324,227

その他 21,052 26,158

固定負債合計 4,745,717 4,899,294

負債合計 11,627,309 11,435,480

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,706,600 4,706,600

資本剰余金 7,483,439 7,483,439

利益剰余金 17,238,078 17,207,091

自己株式 △1,382,479 △1,407,119

株主資本合計 28,045,638 27,990,010

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △10,574 △2,926

為替換算調整勘定 △760,484 △610,661

評価・換算差額等合計 △771,058 △613,587

新株予約権 14,119 6,672

純資産合計 27,288,699 27,383,096

負債純資産合計 38,916,008 38,818,576
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 18,910,081 18,868,507

売上原価 11,125,534 10,953,968

売上総利益 7,784,547 7,914,539

販売費及び一般管理費 7,052,296 7,396,878

営業利益 732,251 517,660

営業外収益   

受取利息 10,822 12,666

受取賃貸料 11,728 11,345

受取ロイヤリティー 69,433 56,778

その他 9,440 12,236

営業外収益合計 101,425 93,027

営業外費用   

支払利息 8,659 10,950

為替差損 94,422 148,341

売上割引 8,969 8,776

その他 15,454 4,138

営業外費用合計 127,506 172,207

経常利益 706,170 438,480

特別利益   

固定資産売却益 17,142 2,485

貸倒引当金戻入額 707 －

特別利益合計 17,850 2,485

特別損失   

固定資産売却損 500 1,104

固定資産除却損 4,980 3,879

投資有価証券売却損 － 84

訴訟関連損失 － 48,870

特別損失合計 5,480 53,939

税金等調整前四半期純利益 718,539 387,026

法人税、住民税及び事業税 231,030 101,655

過年度法人税等戻入額 － △16,107

法人税等調整額 △32,798 109,014

法人税等合計 198,232 194,562

少数株主損益調整前四半期純利益 － 192,464

四半期純利益 520,307 192,464
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 9,984,362 9,788,331

売上原価 5,837,542 5,733,774

売上総利益 4,146,820 4,054,557

販売費及び一般管理費 3,632,030 3,482,273

営業利益 514,789 572,284

営業外収益   

受取利息 5,751 5,689

受取賃貸料 6,569 5,436

受取ロイヤリティー 19,330 28,777

その他 5,119 6,329

営業外収益合計 36,770 46,232

営業外費用   

支払利息 3,721 6,363

為替差損 72,786 35,032

売上割引 3,645 3,334

その他 9,041 1,067

営業外費用合計 89,194 45,798

経常利益 462,364 572,718

特別利益   

固定資産売却益 105 433

貸倒引当金戻入額 1,628 8,338

特別利益合計 1,733 8,771

特別損失   

固定資産売却損 359 261

固定資産除却損 3,079 1,674

投資有価証券売却損 － 84

特別損失合計 3,439 2,020

税金等調整前四半期純利益 460,659 579,469

法人税、住民税及び事業税 △37,161 81,366

法人税等調整額 98,726 168,763

法人税等合計 61,564 250,129

少数株主損益調整前四半期純利益 － 329,340

四半期純利益 399,094 329,340
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 718,539 387,026

減価償却費 323,281 322,189

株式報酬費用 － 7,446

貸倒引当金の増減額（△は減少） △707 5,038

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,434 10,854

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,000 △9,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △114,247 △98,523

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,529 11,827

長期前払費用償却額 19,016 9,048

受取利息及び受取配当金 △12,171 △13,774

支払利息 8,659 10,950

為替差損益（△は益） 61,159 53,757

有形固定資産売却損益（△は益） △16,642 △1,380

有形固定資産除却損 4,980 3,879

投資有価証券売却損益（△は益） － 84

訴訟関連損失 － 48,870

その他の営業外損益（△は益） △64,829 △66,337

売上債権の増減額（△は増加） 764,670 204,689

たな卸資産の増減額（△は増加） 106,260 △54,496

仕入債務の増減額（△は減少） 264,094 1,062,296

未払消費税等の増減額（△は減少） △32,017 △9,701

その他の資産の増減額（△は増加） △139,069 △173,607

その他の負債の増減額（△は減少） 85,034 △80,125

小計 1,964,916 1,631,012

利息及び配当金の受取額 10,818 15,173

利息の支払額 △7,572 △8,681

その他の収入 56,070 174,569

その他の支出 △20,343 △11,610

訴訟関連損失の支払額 － △48,870

法人税等の支払額 △170,716 △568,889

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,833,173 1,182,704

ヨネックス㈱（7906）平成23年３月期　第２四半期決算短信



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △1,200,000

定期預金の払戻による収入 － 1,200,000

有形固定資産の取得による支出 △176,885 △340,247

有形固定資産の売却による収入 46,297 6,316

有形固定資産の除却による支出 △700 △1,173

無形固定資産の取得による支出 △54,317 △246,446

投資有価証券の取得による支出 △602 △1

投資有価証券の売却による収入 － 106

貸付けによる支出 △27,250 △10,420

貸付金の回収による収入 21,657 18,223

その他 1,025 △3,662

投資活動によるキャッシュ・フロー △190,774 △577,306

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 24,402 △936

長期借入金の返済による支出 － △22,700

自己株式の取得による支出 － △12

自己株式の売却による収入 － 22,154

配当金の支払額 △161,427 △161,291

その他 △2,221 △4,701

財務活動によるキャッシュ・フロー △139,247 △167,487

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,340 △69,995

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,514,492 367,914

現金及び現金同等物の期首残高 6,036,532 7,790,359

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,551,024 8,158,274
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該当事項はありません。 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分は、製品（商品又は役務を含む）の種類、性質及び販売市場の類似性を主眼にした区分によってお

ります。 

２．各事業区分の主要な事業内容 

(1）スポーツ用品事業……バドミントン用品、テニス用品、ゴルフ用品等の製造・販売 

(2）スポーツ施設事業……ゴルフ場、テニス・ゴルフ練習場の運営 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
スポーツ用品
事業（千円） 

スポーツ施設
事業（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  9,806,254  178,108  9,984,362  －  9,984,362

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 6,798  20,000  26,798  △26,798  －

計  9,813,052  198,108  10,011,160  △26,798  9,984,362

営業利益  467,285  47,503  514,789  －  514,789

  
スポーツ用品
事業（千円） 

スポーツ施設
事業（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  18,586,485  323,596  18,910,081  －  18,910,081

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 11,624  20,000  31,624  △31,624  －

計  18,598,109  343,596  18,941,705  △31,624  18,910,081

営業利益  670,317  61,933  732,251  －  732,251
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〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。  

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）北米   （米国、カナダ） 

(2）ヨーロッパ（英国、ドイツ） 

(3）アジア  （台湾） 

  

  
日本

（千円） 
北米 

（千円） 
ヨーロッパ
（千円） 

アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
 9,056,146  238,069  433,417  256,729  9,984,362  －  9,984,362

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 413,873  156  87  566,748  980,865  △980,865  －

計  9,470,020  238,225  433,504  823,477  10,965,228  △980,865  9,984,362

営業利益（又は

営業損失△） 
 419,491  △19,132  7,268  93,678  501,306  13,482  514,789

  
日本

（千円） 
北米 

（千円） 
ヨーロッパ
（千円） 

アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
 17,191,350  450,563  836,013  432,154  18,910,081  －  18,910,081

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 836,998  156  243  1,258,950  2,096,348  △2,096,348  －

計  18,028,349  450,719  836,256  1,691,104  21,006,430  △2,096,348  18,910,081

営業利益（又は

営業損失△） 
 626,009  △38,196  △39,603  158,067  706,276  25,974  732,251
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〔海外売上高〕 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。  

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）北米   （米国、カナダ他） 

(2）ヨーロッパ（英国、ドイツ他） 

(3）アジア    （シンガポール、韓国、中国他） 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  北米 ヨーロッパ アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高 

（千円） 
 241,270 686,948 1,898,103  45,940 2,872,263

Ⅱ 連結売上高 

（千円） 
 － － －  － 9,984,362

Ⅲ 海外売上高の連結売上

高に占める割合（％） 
 2.4 6.9 19.0  0.5 28.8

  北米 ヨーロッパ アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高 

（千円） 
 457,237 1,366,743 3,418,901  73,956 5,316,838

Ⅱ 連結売上高 

（千円） 
 － － －  － 18,910,081

Ⅲ 海外売上高の連結売上

高に占める割合（％） 
 2.4 7.2 18.1  0.4 28.1
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、スポーツ用品の製造・販売を行うスポーツ用品事業とゴルフ場の運営等を行うスポーツ施

設事業から構成されております。 

スポーツ用品事業については、バドミントン用品、テニス用品、ゴルフ用品等の製造・販売を行っており、

国内においては当社が、海外においては北米（米国・カナダ）、ヨーロッパ（英国・ドイツ）、アジア（台

湾・中国）の現地法人がそれぞれ担当しております。 

現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

スポーツ施設事業については、ゴルフ場、テニス・ゴルフ練習場の運営を国内の当社のみが行っておりま

す。 

したがって、当社グループは、スポーツ用品事業については、販売体制を基礎とした地域別のセグメントか

ら構成されており、「日本」、「北米」、「ヨーロッパ」、「アジア」を４つの報告セグメントとし、スポー

ツ施設事業については「スポーツ施設事業」として１つの報告セグメントとした５つを報告セグメントとして

おります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額10,459千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

  （単位：千円）

  

報告セグメント

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）２ 

 スポーツ用品事業 スポーツ 

施設事業 日本 北米 ヨーロッパ アジア 計

売上高                   

外部顧客への売上

高 
 16,793,700  527,466 818,081 402,578 18,541,827 326,680  18,868,507  － 18,868,507

セグメント間の内

部売上高又は振替

高 
 874,647  177 4,713 1,157,583 2,037,122 20,000  2,057,122  △2,057,122 －

計  17,668,347  527,644 822,795 1,560,161 20,578,949 346,680  20,925,630  △2,057,122 18,868,507

セグメント利益又は

損失（△） 
 430,740  15,413 △24,622 45,596 467,127 40,073  507,201  10,459 517,660
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当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△4,232千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

（追加情報）  

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  （単位：千円）

  

報告セグメント

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）２ 

 スポーツ用品事業 スポーツ 

施設事業 日本 北米 ヨーロッパ アジア 計

売上高                   

外部顧客への売上

高 
 8,784,190  239,526 381,858 242,752 9,648,328 140,003  9,788,331  － 9,788,331

セグメント間の内

部売上高又は振替

高 
 450,893  177 1,866 556,678 1,009,616 －  1,009,616  △1,009,616 －

計  9,235,084  239,704 383,725 799,430 10,657,944 140,003  10,797,948  △1,009,616 9,788,331

セグメント利益又は

損失（△） 
 512,019  11,563 10,589 42,944 577,116 △598  576,517  △4,232 572,284

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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